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当 期 末 残 高 67,803 7,466 75,269 6,404,048 

当 期 変 動 額 合 計 14,198 8,098 22,296 334,051 

株主資本以外の項目の
14,198 8,098 22,296 22,296 

当 期 変 動 額 （ 純 額 )

親会社株主に帰属す
る 当 期 純 利 益

504,684 

剰 余 金 の 配 当 △192,929 

当 期 変 動 額

当 期 首 残 高 53,605 △632 52,973 6,069,996 

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額

純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 末 残 高 100,000 4,197,792 2,132,138 △101,152 6,328,778 

当 期 変 動 額 合 計 － － 311,755 － 311,755 

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 )

親会社株主に帰属す
る 当 期 純 利 益

504,684 504,684 

剰 余 金 の 配 当 △192,929 △192,929 

当 期 変 動 額

当 期 首 残 高 100,000 4,197,792 1,820,383 △101,152 6,017,023 

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

連結株主資本等変動計算書
自　2025年４月 １日

至　2026年３月31日

（単位：千円）
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　　該当事項はありません。

②　賞与引当金

 従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

定額法

主な償却期間　　　　　３年～５年

(3) 重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個

 々の債権の回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②　無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

③　リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

④　長期前払費用

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

定率法。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法

主な耐用年数

建物及び構築物　　　　８年～34年

工具、器具及び備品　　５年～15年

　市場価格のない株式等

　移動平均法による原価法

②　棚卸資産

 商　　　品　　　　　最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

 貯　蔵　品　　　　　最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

　4．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

 その他有価証券

　市場価格のない株式等以外のもの

　時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として移動平均法により算定しております）

響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外

しております。

　3. 連結子会社の事業年度等に関する事項

 連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

(2) 持分法を適用しない関連会社の名称

　　　　中部チムニー株式会社

　　持分法を適用しない理由　　 持分法を適用していない関連会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金

（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影

　関連会社の名称 株式会社つぼ八

(1) 連結子会社の数　３社

　連結子会社の名称 株式会社紅フーズコーポレーション

めっちゃ魚が好き株式会社

大田市場チムニー株式会社

連　結　注　記　表

（連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記）

　1. 連結の範囲に関する事項

(2) 非連結子会社の名称

　2. 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した関連会社の数　１社
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 当社グループは、居酒屋を中心とした飲食業を営んでおり、顧客に商品及び関連するサービスの提供を行う義務を負っております。

　当該履行義務は、顧客に商品及び関連するサービスを提供した時点で充足されたと判断し、当該商品及びサービスを提供した

　時点で収益を認識しております。

　（連結損益計算書関係）

      　前連結会計年度において区分掲記していた「違約金収入」は、金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より

     「営業外収益」の「その他」に含めることと致しました。なお、当連結会計年度の「営業外収益」の「その他」に含まれる

     「違約金収入」は、1,000千円であります。

　 会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年度に係る連結計算書類に

 重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。

　　のれん　　　1,765,745千円

　 当社は、当該のれんについて、20年間の定額法により償却を行っており、 のれんの減損テストは、将来の事業計画に基づく

 将来キャッシュ・フローにより見積もっております。

　　有形固定資産　　　2,050,226千円

　 有形固定資産の減損テストは、主として店舗を基本単位としてグルーピングをしており、店舗における将来キャッシュ・フローに

 より見積もっております。

　　繰延税金資産　　　  1,063,288千円

　 繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額により見積もっております。

　 上記の見積りは将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、これらの仮定の見直しが必要となった場合、

 翌連結会計年度の連結計算書類において、のれん、有形固定資産及び繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

千円

普通株式                19,340,800  －  －                19,340,800

(単位：株)

株式の種類
当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度末

期首株式数 増加株式数 減少株式数 株式数

（連結損益計算書に関する注記）

　顧客との契約から生じる収益

　　売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記載しておりません。顧客との契約から生じる収益

　の金額は、連結計算書類「連結注記表（収益認識に関する注記）(1)顧客との契約から生じる収益を分解した情報」に記載しております。

（連結株主資本等変動計算書に関する注記）

　1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

（表示方法の変更に関する注記）

（会計上の見積りに関する注記）

（連結貸借対照表に関する注記）

　有形固定資産の減価償却累計額 9,515,475

(6) のれんの償却方法及び償却期間

 のれんの償却については、20年間の定額法により償却を行っております。

(5) 退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式

 基準によっております。

②  数理計算上の差異の費用処理方法

 数理計算上の差異は、発生の翌連結会計年度に一括費用処理しております。

③　店舗閉鎖損失引当金

 店舗閉店に伴い発生する損失に備え、店舗閉店により合理的に見込まれる中途解約違約金等の閉店関連損失見込額を

 計上しております。

(4) 重要な収益及び費用の計上基準
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ことがあります。

であることから、記載を省略しております。

短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

以下のとおりであります。

　（単位：千円）

（*4）差入保証金に係る貸倒引当金を控除しております。

（*5）１年内返済予定の長期借入金も含めております。

（*1）「現金及び預金」については、現金であること、及び預金が短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもの

（*2）「売掛金」、「FC債権」、「買掛金」、「FC債務」、「未払金」及び「短期借入金」については、

（*3）市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の連結貸借対照表計上額は

区分 当連結会計年度

非上場株式（関係会社株式） 191,294 

 (2) 預り保証金 803,104 793,381  △9,722 

負債計 3,402,812 3,344,483  △58,329 

 (1) 長期借入金（*5） 2,599,708 2,551,101  △48,606 

資産計 3,550,191 3,480,733  △69,457 

　　 貸倒引当金（*4）  △6,000 

 (1) 投資有価証券 381,488 381,488   －

 (2) 差入保証金 3,174,703 3,099,245  △69,457 

 2026年3月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

(単位：千円)

連結貸借対照表計上額 時価 差額

 　借入金は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う売上高の減少による資金繰り悪化に対応して調達したものであり、

 償還日は、決算日後６年以内であります。このうち、一部は金利の変動リスクに晒されております。

 　預り保証金は主に、フランチャイズ契約に係るものであり、フランチャイズの信用リスクによる影響を低減しております。

(3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　 金融商品の時価の算定には変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動する

　2. 金融商品の時価等に関する事項

 判定を行うとともに、適宜信用状況を把握しております。なお、ほとんどの債権は、１ヶ月以内の入金期日であります。

 　投資有価証券である株式は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。

 当該リスクに関しては、四半期毎に時価や発行会社の財政状態等の把握のための情報収集に努めております。

 　差入保証金は主に店舗の賃貸に係るもので、差入先の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、取引開始

 時に信用判定を行うとともに、契約更新時その他適宜契約先の信用状況の把握に努めております。

 　営業債務である買掛金、ＦＣ債務及び未払金は１ヶ月以内の支払期日であります。

　1. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

　 当社グループは、主に店舗の新規出店に必要な資金を設備投資計画に照らして、必要性を勘案し調達しております。資金

 運用については短期的な預金等に限定し、デリバティブ等投機的な取引は行わない方針であります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

 　営業債権である売掛金及びＦＣ債権は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、取引開始時に信用

2026年３月31日 2026年６月24日
取締役会

（金融商品に関する注記）

配当額（円）

2026年５月14日
普通株式              96,464 利益剰余金                     5.0

（決議） 株式の種類
配当金の総額

配当の原資
１株当たり

基準日 効力発生日
（千円）

ⅱ基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

2025年11月13日
普通株式              96,464                    5.0 2025年９月30日 2025年12月11日

取締役会

効力発生日
（千円） 配当額（円）

2025年５月14日
普通株式              96,464                    5.0 2025年３月31日 2025年６月18日

取締役会

　3. 配当に関する事項

ⅰ配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額 １株当たり

基準日

普通株式                        47,895                                 -                                  -                        47,895

(単位：株)

株式の種類
当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度 当連結会計年度末

期首株式数 増加株式数 減少株式数 株式数

　2. 自己株式の種類及び株式数に関する事項

4



　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しております。

　　レベル１の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象と

なる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

　　レベル２の時価： 観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプット

を用いて算定した時価

　　レベル３の時価： 観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、

時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

（単位：千円）

（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１の

時価に分類しております。

差入保証金

　これらの時価は、合理的に見積った将来キャッシュ・フローを国債利回り等の適切な指標を基に、割引現在価値法により

算定しており、レベル２の時価に分類しております。

長期借入金

　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法により

算定しており、レベル２の時価に分類しております。

預り保証金

　これらの時価は、合理的に見積った将来キャッシュ・フローを国債利回り等の適切な指標を基に、割引現在価値法により

算定しており、レベル２の時価に分類しております。

（単位：千円）

　　　当社グループは居酒屋を中心とした飲食業を営んでおり、店舗において商品・サービスの提供を行っております。

　　店舗は当社及び連結子会社が直接運営を行う直営店、当社とフランチャイズ契約を締結したオーナー（以下、ＦＣオーナー）が

　　運営を行うフランチャイズ店舗（以下、ＦＣ店）から構成されております。

　　　また、ＦＣ店への商品の供給、経営に関する指導、ノウハウや情報の提供等を行っております。

　　　直営店売上については、顧客に商品・サービスを提供した時点で顧客が支配を獲得し、履行義務が充足されると判断しており、

　　当該商品・サービスの提供時点で収益を認識しております。また、食材供給売上（ＦＣ店への食材等の販売）については、

　　食材等を顧客に納品した時点で顧客が支配を獲得し、履行義務が充足されると判断しており、当該食材の納品時点で収益を認識し

　　ております。フランチャイズ契約に基づきＦＣオーナーから受領するロイヤリティ収入については、ＦＣ店への経営に関する指導、

　　ノウハウや情報の提供等を行うことにより、履行義務が充足されると判断しており、毎月の提供時点において収益を認識して

　　おります。

外部顧客への売上高 24,707,617 1,657,570 26,365,188

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

顧客との契約から生じる収益 24,665,464 1,657,570 26,323,035

その他の収益 42,153 -                               42,153

食材供給売上 2,714,662 -                               2,714,662

その他 832,892 -                               832,892

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

飲食事業 コントラクト事業 合計

直営店売上 21,117,909 1,657,570 22,775,479

負債計 － 3,344,483 － 3,344,483 

（収益認識に関する注記）

長期借入金 － 2,551,101 － 2,551,101 

預り保証金 － 793,381 － 793,381 

差入保証金 － 3,099,245 － 3,099,245 

資産計 － 3,099,245 － 3,099,245 

時　価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

資産計 381,488 － － 381,488 

(2) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

投資有価証券

株式 381,488 － － 381,488 

　3. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

時　価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
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千円

千円

株

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 504,684

普通株式の期中平均株式数 19,292,905

親会社株主に帰属する当期純利益 504,684

普通株主に帰属しない金額 －

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 －

（注）１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

（注）２　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。

（１株当たり情報に関する注記）

１株当たり純資産額 331

１株当たり当期純利益 26

円93銭

円15銭

円 －銭
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当 期 末 残 高 △101,152 6,036,916 67,803 67,803 6,104,719 

当 期 変 動 額 合 計 -                           291,056 14,198 14,198 305,254 

株主資本以外の項目の
14,198 14,198 14,198 

当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 純 利 益 483,985 483,985 

剰 余 金 の 配 当 △192,929 △192,929 

当 期 変 動 額

当 期 首 残 高 △101,152 5,745,859 53,605 53,605 5,799,464 

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計
自 己 株 式 株 主 資 本 合 計

そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等
合 計

291,056 

当 期 末 残 高 100,000 772,621 3,425,171 4,197,792 313,177 1,527,098 1,840,276 

当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 -                  -                  -                  -                  

株主資本以外の項目の

-                  291,056 

当 期 純 利 益

剰 余 金 の 配 当 △192,929 △192,929 

483,985 483,985 

当 期 変 動 額

繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 100,000 772,621 3,425,171 4,197,792 313,177 1,236,041 1,549,219 

株主資本等変動計算書
　自　 2025 年 ４ 月   １ 日

　至　 2026 年 ３ 月  31 日

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本 準 備 金
そ の 他
資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金
合 計

利益準備金
その他利益剰余金 利 益 剰 余 金

合 計
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 当社は、居酒屋を中心とした飲食業を営んでおり、顧客に商品及び関連するサービスの提供を行う義務を負っております。

　当該履行義務は、顧客に商品及び関連するサービスを提供した時点で充足されたと判断し、当該商品及びサービスを提供した時点で

　収益を認識しております。

　5. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　退職給付に係る会計処理

 退職給付に係る未認識数理計算上の差異の会計処理の方法は、連結計算書類におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

④　店舗閉鎖損失引当金

 店舗閉店に伴い発生する損失に備え、店舗閉店により合理的に見込まれる中途解約違約金等の閉店関連損失見込額を計上して

 おります。

　4. 重要な収益及び費用の計上基準

 と認められる額を計上しております。

ⅰ）退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

ⅱ）数理計算上の差異の費用処理方法

  数理計算上の差異については、発生の翌事業年度に一括費用処理しております。

②　賞与引当金

 従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

③　退職給付引当金

 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業年度末において発生している

定額法

主な償却期間　　　　　３年～５年

　3. 引当金の計上基準

①　貸倒引当金

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個々

 の債権の回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②　無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

なお、のれんについては20年間の定額法により償却を行っております。

また、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

③　リース資産　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

④　長期前払費用

　2. 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

定率法。ただし、2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物は定額法

主な耐用年数

建　　　　　　　物　　８年～34年

工具、器具及び備品　　５年～15年

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

②　棚卸資産の評価基準及び評価方法

 商　　　品　　　　　最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

 貯　蔵　品　　　　　最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

①　有価証券の評価基準及び評価方法

 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法

 その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております）

個　別　注　記　表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

　1. 資産の評価基準及び評価方法
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 （損益計算書関係）

 　前事業年度において区分掲記していた「違約金収入」は、金額的重要性が乏しくなったため、当事業年度より

「営業外収益」の「その他」に含めることと致しました。なお、当事業年度の「営業外収益」の「その他」に含まれる

「違約金収入」は、1,000千円であります。

　 会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を

 及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。

　　のれん　　　1,765,745千円

　 当社は、当該のれんについて、20年間の定額法により償却を行っており、のれんの減損テストは、将来の事業計画に基づく

 将来キャッシュ・フローにより見積もっております。

　　有形固定資産　　　2,005,017千円

　 有形固定資産の減損テストは、主として店舗を基本単位としてグルーピングをしており、店舗における将来キャッシュ・フローにより

 見積もっております。

　　繰延税金資産　　 　 1,048,037千円

　 繰延税金資産の認識は、将来の事業計画に基づく課税所得の発生時期及び金額により見積もっております。

　上記の見積りは将来の不確実な経済条件の変動などによって影響を受ける可能性があり、これらの仮定の見直しが必要となった場合、

 翌事業年度の計算書類において、のれん、有形固定資産及び繰延税金資産の金額に重要な影響を与える可能性があります。

千円

千円

千円

千円

千円

　当社はキャッシュ・フローを生み出す最小単位として、主として店舗を基本単位としてグルーピングをしております。

三代目網元 さかなや道場 与野西口店他合計15店舗につきましては閉店を決定したため、さかな酒場 魚星 平井南口店他合計42店舗

につきましては、店舗における営業活動から生ずる損益が継続してマイナスであるため帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該

千円

千円

千円営　業　費　用 67,088

仕　　入　　高 275,838

営　業　収　益 334,537

高い金額を採用しております。

　減損損失の内訳は建物 160,543千円、工具、器具及び備品 24,124千円、その他 2,189千円であります。

　2. 関係会社との取引高

営業取引による取引高

三代目網元 さかなや道場 与野西口店

その他 合計15店舗

減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、回収可能価額は使用価値（割引率5.6％）と正味売却価額のいずれか

さかな酒場 魚星 平井南口店

その他 合計42店舗

店舗

建物 埼玉県さいたま市浦和区

工具、器具及び備品

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

用途 種類 場所

店舗

建物 東京都江戸川区

工具、器具及び備品

（損益計算書に関する注記）

.

長期金銭債権 10,000

長期金銭債務 10,460

短期金銭債権 27,515

短期金銭債務 40,633

（貸借対照表に関する注記）

　1. 有形固定資産の減価償却累計額 9,314,689

　2. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

（表示方法の変更に関する注記）

（会計上の見積りに関する注記）
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(単位：株)

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円繰延税金資産の純額 1,048,037

その他有価証券評価差額金 △ 56,058

繰延税金負債合計 △ 73,866

繰延税金負債

資産除去債務に対応する除去費用 △ 17,808

評価性引当額 △ 2,059,020

繰延税金資産合計 1,121,904

その他 11,122

繰延税金資産小計 3,180,924

投資有価証券評価損 211,722

繰越欠損金 1,986,207

関係会社株式評価損 215,011

店舗閉鎖損失引当金 3,225

法定福利費 8,104

一括償却資産 14,613

未払事業所税 8,391

前受収益 5,639

貸倒引当金 57,685

賞与引当金 53,632

退職給付引当金 87,832

繰延税金資産

資産除去債務 263,390

減価償却超過額 254,343

（税効果会計に関する注記）

　　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

普通株式                        47,895                                       -                                  -                        47,895

株式の種類
当事業年度期首 当事業年度 当事業年度 当事業年度末

株式数 増加株式数 減少株式数 株式数

（株主資本等変動計算書に関する注記）

自己株式の種類及び株式数に関する事項
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千円

千円

普通株式の期中平均株式数　　　　　　　　　　　　　　　　 株

　（顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報）

　　　当社は居酒屋を中心とした飲食業を営んでおり、店舗において商品・サービスの提供を行っております。

　　店舗は当社が直接運営を行う直営店、当社とフランチャイズ契約を締結したオーナー（以下、ＦＣオーナー）が運営を行う

　　フランチャイズ店舗（以下、ＦＣ店）から構成されております。

　　　また、ＦＣ店への商品の供給、経営に関する指導、ノウハウや情報の提供等を行っております。

　　　直営店売上については、顧客に商品・サービスを提供した時点で顧客が支配を獲得し、履行義務が充足されると判断して

　　おり、当該商品・サービスの提供時点で収益を認識しております。また、食材供給売上（ＦＣ店への食材等の販売）について

　　は、食材等を顧客に納品した時点で顧客が支配を獲得し、履行義務が充足されると判断しており、当該食材の納品時点で

　　収益を認識しております。フランチャイズ契約に基づきＦＣオーナーから受領するロイヤリティ収入については、ＦＣ店への

　　経営に関する指導、ノウハウや情報の提供等を行うことにより、履行義務が充足されると判断しており、毎月の提供時点に

　　おいて収益を認識しております。

　　   

（収益認識に関する注記）

19,292,905

普通株主に帰属しない金額 ―

普通株式に係る当期純利益 483,985

（注）１　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

（注）２　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は以下のとおりであります。

損益計算書上の当期純利益 483,985

１株当たり当期純利益 25

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 －

円08銭

円 －銭

（１株当たり情報に関する注記）

１株当たり純資産額 316 円42銭
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